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１ 第４次食育実行プランについて 

(１) プラン策定の経緯 

 毎日、規則正しくバランスのとれた食事を摂ることは「食」の基本であり、健康な生

活の基盤となるものです。しかし、最近の私たちの食に対する関心はむしろ低下してい

るように感じられます。多忙な日常生活の中で、個々の時間に合わせて、個々に好きな

ものを食べるなどといった食の個別化が進み、生活習慣病の増加や、朝食の欠食、家族

が一緒に食卓を囲む機会の減少、いわゆる孤食に起因する心への影響など、様々な問題

が生じています。 

国は、平成１７年に食育基本法を施行し、４次に渡る推進基本計画で、国民が生涯に

わたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むため、食育の総合的な施策を進めてき

ました。 

愛知県は、平成１８年に愛知県食育推進会議を設置し、食育基本法第１７条第1項で

規定する都道府県計画として、「あいち食育いきいきプラン」を作成し、食育を県民運

動として推進してきました。 

一方、本市では法施行に先だって市民、行政、学校などがそれぞれ食育の推進に取り

組んできました。令和２年度から令和６年度には、本市の食育推進基本計画である「第

２次健康あさひ２１計画」のもと第３次食育実行プラン（以下「第３次プラン」とい

う。）を策定し、これまで食育の確立・推進を図るための具体的な施策の展開を行って

きました。 

第３次プランの計画期間が令和６年度をもって終了するにあたり、現状の課題を解決

し、継続してさらに食育を推進するため、第４次尾張旭市食育実行プラン（以下「本プ

ラン」という。）を策定します。 

 

(２) 本プランの位置づけ 

本プランは、本市の食育を推進するための具体的な施策の展開を示すものであり、第

３次プランの内容を継承しつつ、さらなる食育推進を図るために策定します。その実施

にあたっては、「尾張旭市第六次総合計画」や食育基本法第１８条第１項に規定する市

町村食育推進計画としても位置づけされる、本プランの上位計画である「第３次健康あ

さひ２１計画」との連携を図ります。 
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(３) 本プランの期間 

令和７年度から令和１１年度までを計画期間とします。 

なお、施策の成果や情勢の変化に応じて、期間内であっても必要に応じて見直しを行

います。  

 尾張旭市第六次総合計画 

［令和６年度～令和 15年度］ 

第３次健康あさひ 21計画 

［令和７年度～令和 18年度］ 

 

 

 

 

・尾張旭市地域福祉計画 

・尾張旭市高齢者保健福祉計画 

・尾張旭市障がい者計画・障がい福祉

計画・障がい児福祉計画 

・尾張旭市こども計画 

            等 

尾張旭市健康プログラム 

第４次尾張旭市食育実行プラン 

［令和７年度～令和 11年度］ 

 

・健康日本 21（第三次） 

・健やか親子 21（第二次） 

・第 4次食育推進基本計画 

             等 

・第 3期健康日本 21あいち計画 

・あいち食育いきいきプラン

2025              

             等 

 尾 張 旭 市 

国の主な関連計画 

愛知県の主な関連計画 
・第３次尾張旭市健康都市プログラム 
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 (４) 第３次プランの評価 

第３次プランでは、４つの基本目標の達成状況を客観的に把握・評価するため、「第

２次健康あさひ２１計画」策定にかかるアンケート調査の数値を基準に目標値を設定し

ました。 

策定時（令和１年度基準値）と終了時（令和５年度現状値）の比較を行い、目標の達

成状況を、評価しました。 

 

 

基本目標① 食を通じて健やかな身体をつくろう 

 

 

 

 

 

 

 

  

基準値 目標値 現状値
（R1） （R6） （R5）

男子 5.7% 4.0％以下 7.7% ×

女子 5.0% 3.0％以下 5.8% ×

20.6% 20.0％以下 12.6% ★

中学2年生 3.9% 0.0% 3.9% △

高校2年生
（17歳）

4.9% 0.0% 2.8% 〇

20～60歳代男性
（肥満）

27.0% 18.0％以下 34.1% ×

40～60歳代女性
（肥満）

11.1% 8.5％以下 12.9% ×

20歳代女性
（過度のやせ）

31.8% 15.0％以下 28.9% 〇

年１回以上歯の健
診を受けている人
の割合
（成人）

37.8% 50.0％以上 50.6% ★

60歳で24本以上
の自分の歯を有す
る割合

80.2% 80.0％以上 77.8% ×

45.3%
(H30)

56.0％以上
45.5%

(R4)
〇

食の安全について正
しい知識を持とう

25.6% 26.0％以下 23.7% ★
食について「不安」、「どちらかとい
うと不安」と回答する市民の割合

基本
目標

基本施策 目標指標

食
を
通
じ
て
健
や
か
な
身
体
を
つ
く
ろ
う

達成
状況

栄養バランスのとれ
た規則正しい食事を
心がけよう

小学生の中等度・
高度肥満傾向児の
割合

朝食の欠食割合

生活習慣病の予防・
適正体重の管理に努
めよう

肥満・過度のやせ
の割合

健康な歯を持つ人
の割合

低栄養傾向にある高齢者の割合

特定健康診査の実施率
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基本目標② 食を通じて豊かな心を育もう 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標③ 食を通じて環境に優しい生活をしよう 

 

基本目標④ 食育をさらに広めよう 

 

 

 

 

 

 

 

  

基準値 目標値 現状値
（R1） （R6） （R5）

地産地消という言葉と意
味を知っている人の割合

83.8% 90.0％以上 85.5% 〇

学校給食にて地場産物
（尾張旭市産、愛知県
産）を活用する割合

※指標対象は、地域の産
物を使った学校給食の日
に限定

基本
目標

基本施策 目標指標
達成
状況

食
を
通
じ
て
環
境
に
優
し
い

生
活
を
し
よ
う

「もったいない」と
いう意識を持ち、環
境に配慮した食生活
をしよう

食品ロスに関心のある人
の割合

40.4% 50.0%以上 47.0% ◎

農業の役割を知り、
身近なところから地
産地消を進めよう

65.8% 60.0％以上 49.3% ×

基準値 目標値 現状値
（R1） （R6） （R5）

食を楽しむゆとり
や、誰かと一緒に食
べることの大切さを
広めよう

１日最低１食、家族や友
人と楽しく30分以上か
けて食事をする人の割合

65.4% 80.0％以上 64.1% ×

家庭の味・料理の技
術・文化を伝えてい
こう

親子で参加する料理教
室・講座の事業数

8事業 １２事業 8事業 △

基本
目標

基本施策 目標指標
達成
状況

食
を
通
じ
て
豊
か
な
心

を
育
も
う

基準値 目標値 現状値
（R1） （R6） （R5）

食
育
を
さ
ら
に

広
め
よ
う

食育への関心を高め
よう

食育に関心を持つ人の割
合

60.0% 90.0％以上 60.2% ○

基本
目標

基本施策 目標指標
達成
状況
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◆評価結果まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】 

〇小学生の中等度・高度肥満傾向児の割合が男女ともに増加になっており、目標値に

は達していません。 

〇肥満者の割合は、20～60歳代男性、40～60歳代女性ともに増加になっており、

いずれも目標値には達していません。 

〇低栄養傾向高齢者の割合は減少し、目標値を達成しています。 

〇1日最低1食、家族や友人と楽しく30分以上かけて食事をする人の割合は減少し、

目標値には達していません。 

 

【今後の課題】 

 肥満者が目標値に達していません。これは、近年の社会的・経済的変化により、外

食の増加や、パソコンやスマートフォンを使用する時間が増え、運動不足や不規則な

生活習慣が拡大していることが考えられます。また、新型コロナウイルス感染症によ

る行動変容により、外出機会の減少や食事の節制が難しくなるなどの影響が考えられ

ます。 

 今後は、不規則な食生活や食事時間にならないよう、働き方やライフスタイルの変

容と一体となった食生活の改善が課題です。 

  

判定区分 指標数 判定基準

★ 3 現状値が令和６年度目標値を達成している。（達成）

◎ 1 現状値が令和6年度目標値の50％以上達成している。（改善）

〇 5 現状値が令和6年度目標値の50％未満達成している。（やや改善）

△ 2 現状値が策定時と変化なく目標値を達成していない。（維持）

× 7 現状値が策定時より悪化または低下している。（悪化・低下）

計 18

評価結果
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２ 本市の食育をめぐる現状 

※本章で使用するアンケート値は、小数点第2位で端数処理しているため、合計が100％にならない場合が

あります。 

 
(１) 食習慣 

ア 朝食について 

朝食を食べない人については、中学生では3.9%、１７歳では2.8％、20～70歳代

では3.2％みられます。 

朝食を食べない人の理由を見ると「おなかがすいていない」、「時間がなくて食べ

られない」、「食べる気がしない」と回答している人が多くあり、不規則な生活習慣

などがその背景にあるのではないかと推測されます。 

規則正しく３食きちんと食べることは、食習慣の基本であるため、継続的に啓発を

行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料＞第２次健康あさひ21計画 最終評価のためのアンケート調査より 

 

 

 

 

 

朝食を食べている割合 

87.3%

88.9%

82.4%

90.3%

95.5%

9.5%

8.3%

13.7%

9.1%

4.5%

3.2%

2.8%

3.9%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～70歳代

17歳

中学生

小学5年生

小学2年生

毎日食べている 時々食べている 食べていない
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＜資料＞第２次健康あさひ21計画 最終評価のためのアンケート調査より（複数回答可） 

 

 

イ 食と健康について 

食は健康な身体づくりに欠かせないものですが、外食や食品を選ぶとき、カロリー

などの栄養成分表を参考にしている人の割合については「参考にしない」、「見てい

ない」と答えた人が合わせて65.2％と、カロリーをはじめとする成分情報を参考に

していない人も多いのが現状です。 

過剰なダイエットや食べ過ぎは、身体と心の健康に影響を及ぼします。その健康被

害とそれを防ぐための適切な食事量・内容を、より多くの人に理解してもらうための

取組が求められています。 

  

 

 

 

 

 

 

朝食を食べない理由 

9.1%

45.5%

36.4%

63.6%

5.6%

11.1%

55.6%

47.2%

5.6%

58.3%

5.9%

5.9%

52.9%

17.6%

11.8%

5.9%

47.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

体の調子が悪い

時間がなくて食べられない

食べる気がしない

家族が食べないから

ごはんが作られていない

おなかがすいていない

小学5年生 中学生 17歳
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＜資料＞第２次健康あさひ２１計画 最終評価のためのアンケート調査より 

 

 

ウ 歯の健康について 

年に１回以上は歯科健診を受けている人の割合については、20～70歳代の成人で

50.6％と約半数の人が受診していることがわかります。また、かかりつけ歯科医院

がある人の割合は77.2％と高くなっています。 

食事を摂ることはもちろん、食事を楽しむためにも歯の健康を守ることが求められ

ています。 

 

 

 

     

     

     

     

     

     

      

 

＜資料＞第２次健康あさひ２１計画 最終評価のためのアンケート調査より 

定期的に歯科を受診する人の割合（20～70歳代の成人） 

 

外食や食品を選ぶとき、カロリーなどの栄養成分表を参考にしている人の割合（20～

70歳代の成人） 

 

参考にする

34.8%

参考にしない

23.0%

見ていない

42.2%

受けている

50.6%

受けていない

49.4%
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(２) 食の安全 

食に対する安全性について「安全に感じる」、「どちらかというと安全」という人は

市民全体の65.8％となっている一方、「不安に感じる」、「どちらかというと不安」と

いう人は23.7％となっています。 

食は私たちの生命や健康を支える基礎となるものです。しかしながら、産地偽装や食

中毒など、その安全性を脅かすような出来事が多発しています。 

食についての知識を高め、自ら安全安心な食を選択してもらえるような環境づくりが

必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料＞第２次健康あさひ２１計画 最終評価のためのアンケート調査より 

 

 

(３) 「孤食」 

孤食とは一人で食事を摂ることであり、マナーが身につかない、協調性がなくなる、

好き嫌いを招くなど様々な影響が心配されています。 

夕食を家族と一緒に食べる割合についてみると、年齢が高まるにつれて孤食の割合が

増加しており、中学生では「ほとんど毎日食べる」と回答した人が66.2％となってい

ます。 

夕食を誰かと一緒に食べない理由について、小学５年生では、「塾や習い事があるか

ら」という回答が53.6％、「家族の帰りが遅いから」という回答が14.3％となってお

り、時間の確保が難しくなっていることがその背景にあると推測されます。 

孤食を防ぐために、子どもたちにはもちろんのこと、保護者に対しても、家族と一緒

に食事を摂ることの大切さを伝えていく必要があります。  

食に対する安全性について（20～70歳代の成人） 

 

安全に

感じる

11.3%

どちらかとい

うと安全

54.5%

どちらかと

いうと不安

16.0%

不安に感じる

7.7%

わからない

10.4%



 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料＞第２次健康あさひ２１計画 最終評価のためのアンケート調査より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料＞第２次健康あさひ２１計画 最終評価のためのアンケート調査より

  

夕食を誰かと一緒に食べない理由 

 

 

夕食を家族と一緒に食べる割合 

 

84.0%

93.3%

0.6%

2.2%

15.4%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学

５年生

小学

２年生

いつも誰かと一緒に食べる いつも一人で食べる 誰かが一緒の時と一人で食べる時がある

ほとんど毎日食べる

66.2%

週に４～５日食べる

15.2%

週に２～３日食べる

10.3%

週に１日程度食べる

3.4%

ほとんど食べない

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生

14.3%

22.2%

7.1%

11.1%

53.6%

44.4%

25.0%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学

５年生

小学

２年生

家族の帰りが遅いから 一人で食べたいから 塾や習い事があるから その他
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 (４) 地産地消・農業体験への関心 

地産地消の認知度は、「言葉も意味も知っている」と回答した人が85.5％と多くの

人に認知されていることがわかります。 

こうしたことへの関心は、食への理解を深め、食育の推進につながります。今後も、

さらに多くの方に関心を持ってもらうために、また、興味を持っている方の期待に応え

られるように、地産地消に取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

＜資料＞第２次健康あさひ２１計画 最終評価のためのアンケート調査より 

 

 

 

 

 

 

  

地産地消の認知度（20～70歳代の成人） 

 

言葉も意味も

知っている

85.5%

言葉は知って

いるが、意味

は知らない

6.4%

言葉も意味も

知らない

8.0%
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 (５) 食育への関心 

本市では、第３次プランのライフステージ別の様々な取り組みを通じて、食育の推進

を図ってきましたが、食育に「関心がある」、「どちらかといえば関心がある」と回答

した人は60.2％となっており、第3次プラン策定当初の数値（60.0％）とほぼ横ばい

です。 

市民が食の大切さを意識することが食育推進の第一歩であることから、さらなる取り

組みを進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料＞第２次健康あさひ２１計画 最終評価のためのアンケート調査より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育の認知度（20～70歳代の成人） 

関心がある

21.5%

どちらかと言え

ば関心がある

38.7%

どちらかと言えば

関心がない

21.1%

関心がない

10.9%

わから

ない

7.7%
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３ 尾張旭市の目指す食育 

 
(１)  基本理念 

「食で育む 笑顔あふれる 尾張旭」 

 本市は、平成１６年に健康都市連合に加盟し、都市そのものの健康をめざしたまちづ

くりを進めてきました。食育についても、住宅都市でありながら緑にも恵まれた本市の

特性を活かし、健康づくりや農業体験などを含めた取り組みを推進してきました。 

食は、からだとこころの健康づくりの基本であることから、栄養バランスの取れた食

事を摂取し、市民が自らの健康を意識するようサポートし、食育や地産地消の推進を通

じて市民の健康や幸福感を高めることで、笑顔のあふれるまち尾張旭を目指します。 

 

 

(２)  基本目標 

基本理念「食で育む 笑顔あふれる 尾張旭」を実現するため、第３次プランと同様

に次の４つを基本目標として総合的な取り組みを進めていきます。 

 

     基本目標① 食を通じて健やかな身体をつくろう 

 

     基本目標② 食を通じて豊かな心を育もう 

 

      基本目標③ 食を通じて環境に優しい生活をしよう 

 

基本目標④ 食育をさらに広めよう 

 

 

 

(３)  食育の目標指標 

本プランの基本目標・基本施策の達成状況を評価するため、目標指標を掲げ、目標値

を設定します。 

また、評価結果は、プランの取り組み内容の見直しに反映させ活用していきます。 
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食を通じて 

健やかな 

身体をつくろう 

食を通じて 

豊かな 

心を育もう 

食を通じて 

環境に優しい 

生活をしよう 

食育をさらに広め

よう 

食

で

育

む

 

笑

顔

あ

ふ

れ

る

 

尾

張

旭 

○ライフスタイルに即したバランスのとれた

食生活を心がけよう 

○生活習慣病の予防・適正体重の管理に努め

よう 

○食の安全・安心について正しい知識を持と

う 

○食を楽しむゆとりや、誰かと一緒に食べる

ことの大切さを広めよう 

○食に関する体験や交流に参加しよう 

○家庭の味・郷土料理の技術・日本の食文化

を伝えていこう 

○「もったいない」という意識を持ち、環境

に配慮した食生活をしよう 

○農業の役割を知り、身近なところから地産

地消を進めよう 

○環境に配慮した農業・食品関連産業に取り

組もう 

○食育への関心を高めよう 

○食育にかかる人材を育てよう 

〇多様な関係者によるネットワークを活用し

よう 

４ 基本施策の展開 

 

(１) 基本体系 

 

基本理念         基本目標                           基本施策 
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(２) 目標指標の一覧 

基本目標① 食を通じて健やかな身体をつくろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状値 目標値
（R5） （R11）

小学生男子 7.7% 7.0％以下

小学生女子 5.8% 5.0％以下

12.6% 12.6％以下

1～3歳児 0.0% 0.0%

小学生 0.3% 0.0%

中学生 3.9% 0.0%

17歳 2.8% 0.0%

20歳以上 3.2% 0.0%

20-60歳代男性
（肥満）
【BMI25.0以上】

34.1% 28.0％以下

40-60歳代女性
（肥満）
【BMI25.0以上】

12.9% 11.0％以下

20歳代女性（過度
のやせ）
【BMI18.5未満】

28.9% 22.0％以下

年１回以上歯の健
康診査を受けてい
る人の割合
（20歳以上）

50.6% 55.0％以上

60 歳 （ 55 ～ 64
歳）で24本以上の
自分の歯を有する
割合

77.8% 79.0％以上

45.5%
(R4)

50.0％以上

食の安全・安心に
ついて正しい知識
を持とう

23.7% 23.0％以下

低栄養傾向にある高齢者の割合
【BMI20.0以下】
（65歳以上）

特定健康診査の実施率（国保の
み）
（20歳以上）

食について「不安」、「どちら
かというと不安」と回答する人
の割合
（20歳以上）

基本
目標

基本施策 目標指標

中等度・
高度肥満
傾向児の
割合

朝食の欠
食割合

生活習慣病の予
防・適正体重の管
理に努めよう

肥満・過
度のやせ
の割合

健康な歯
を持つ人
の割合

食
を
通
じ
て
健
や
か
な
身
体
を
つ
く
ろ
う

ライフスタイルに
即したバランスの
とれた食生活を心
がけよう
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○小学生の中等度・高度肥満傾向児の割合 

   栄養バランスのとれた食事は、肥満の防止につながります。子どものころから意識を

高め、体重コントロールの実践を推進します。 

○低栄養傾向にある高齢者の割合 

食事量や食べられるものが減ってしまう高齢者は、栄養素が不足しがちです。バラン

スの良い食事は生活の基礎となるので、その重要性を伝えて低栄養の防止を図ります。 

○朝食の欠食割合 

活力ある１日を過ごすためのスタートとなる食事であり、健康な身体づくりに欠かせ

ない朝食の欠食者を減らします。 

○肥満・過度のやせの割合 

肥満や過度のやせを防止し、適正体重を維持することは、生活習慣病の予防につなが

ります。それぞれの年齢、性別に合った適正体重を知り、バランスの良い食事を摂って

自己管理できるよう取り組みます。 

○健康な歯を持つ人の割合 

   歯の健康は、おいしく豊かな食生活に欠かせません。また、健康な歯でよく噛むこと

は、肥満防止や脳の活性化などにつながります。 

○特定健康診査の実施率（国保のみ） 

    特定健康診査の受診が契機となり、食習慣の改善につながることがあるため、その実

施率を高めます。 

○食について「不安」、「どちらかというと不安」と回答する人の割合 

市民が食の安全に関する正しい知識を持ち、安全安心な食を選択することができるよ

うな環境づくりを進めます。 

 

基本目標② 食を通じて豊かな心を育もう 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状値 目標値
（R5） （R11）

食を楽しむゆとりや、誰か
と一緒に食べることの大切
さを広めよう

１日最低１食、家族等2人以
上で30分以上かけて食事を
する人の割合
（20歳以上）

64.1% 67.0％以上

家庭の味・郷土料理の技
術・日本の食文化を伝えて
いこう

親子で参加する料理教室・
講座の事業数

8事業 １0事業

基本
目標

基本施策 目標指標

食
を
通
じ
て
豊
か
な
心

を
育
も
う
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○１日最低１食、家族等2人以上で30分以上かけて食事をする人の割合 

孤食はマナーが身につかない、協調性がなくなる、好き嫌いが増えるなどの影響が心

配されます。誰かと一緒に食事をすることによって、食への感謝や楽しさを実感し、

豊かな心を育みます。 

○親子で参加する料理教室・講座の事業数 

  親子での参加の機会を設けることで、その地域や家庭の食文化を伝えていくことがで

きます。また、食事の大切さや作法を身につけることもできます。 

 

基本目標③ 食を通じて環境に優しい生活をしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地産地消という言葉と意味を知っている人の割合 

地元でとれる産物を地元で消費することは、環境負荷軽減につながります。多くの人

に言葉だけでなく意味も知ってもらい、地産地消を進めます。 

○学校給食にて地場産物（尾張旭市産、愛知県産）を活用する割合 

    地場産物を学校給食に活用することで、子どもや保護者の関心や理解を深め、地域の

食べ物を大切にし、食べようとする心を育てます。 

    本市では、地場産物を使った学校給食の日を設け、子どもたちに食べてもらえるよう

取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

現状値 目標値
（R5） （R11）

地産地消という言葉と意味
を知っている人の割合
（20歳以上）

85.5% 87.0％以上

学校給食にて地場産物（尾
張旭市産、愛知県産）を活
用する割合

49.3% 53.0％以上

47.0% 50.0%以上

農業の役割を知り、身近な
ところから地産地消を進め
よう

基本
目標

基本施策 目標指標

食
を
通
じ
て
環
境
に

優
し
い
生
活
を
し
よ
う

「もったいない」という意
識を持ち、環境に配慮した
食生活をしよう

食品ロスに関心のある人の
割合
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基本目標④ 食育をさらに広めよう 

 

 

 

 

 

 

○食育に「関心がある」「どちらかと言えば関心がある」と回答する人の割合 

毎日の食事やその意義、農業や加工現場など、食に関する多くのことに関心を持つこ

とが、食育推進の第一歩となります。様々な面から取り組みを進め、食への関心を高

め、食育の推進を目指します。  

現状値 目標値
（R5） （R11）

食
育
を
さ
ら
に

広
め
よ
う

食育への関心を高めよう

食育に「関心がある」「ど
ちらかと言えば関心があ
る」と回答する人の割合
（20歳以上）

60.2% 75.0％以上

基本
目標

基本施策 目標指標



 

 

19 

５  食育推進のための取り組み 

(１) ライフステージ別の取り組み 

 生涯を通じた間断のない食育を推進するため、各ライフステージの課題に合わせた取

り組みを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童期 

６～１１歳 

・毎日朝食をとりましょう。 

・学校給食での地産地消を推進しましょう。 

・農業体験を通じて、食への感謝の気持ちを育みましょう。 

・家族で一緒に、楽しく食事をしましょう。 

・地域の食文化や食材への関心を高めましょう。 

２ 

乳幼児期 

０～５歳 

・保護者は、乳幼児の食事のバランスやおやつに配慮しましょう。 

・楽しみながら学び体験する機会を提供し、食への興味を持たせま

しょう。 

・食を通じて、親子の信頼関係を育てましょう。 

１ 

ライフステージ 取り組みの方向 

思春期 

１２～１９歳 

・毎日朝食をとりましょう。 

・家族で一緒に、楽しく食事をしましょう。 

・自分の適正体重を意識しましょう。 

・食品や栄養についての知識を高めましょう。 

・栄養バランスのとれた食事に気をつけ、無理なダイエットはやめ

ましょう。 

・地域の食文化や食材への関心を高めましょう。 

３ 
・３食、バランスの良い食事をとりましょう。 

・食について正しい知識を身につけ、生活の中で実践しましょう。 

・自分の適正体重を意識しましょう。 

・米と多様な副菜からなる日本型食生活を心がけましょう。 

・食の安全安心に気をつけて、食材の選択を行いましょう。 

・地元産を意識して食材を購入しましょう。 

青年期 

２０～３９歳 

４ 

壮年期 

４０～６４歳 

・自分の適正体重を維持しましょう。 

・年齢に合った食生活を意識して、生活習慣病を予防しましょう。 

・地元産を意識して食材を購入しましょう。 

・家族で食や農の体験を積極的に行いましょう。 

５ 

・バランスの良い食事をとり、低栄養に注意しましょう。 

・家族や仲間、地域の人たちと一緒に食事を楽しみましょう。 

・自分の適正体重を意識しましょう。 

・伝統的な料理や食文化を次の世代に伝えましょう。 

・地元産を意識して食材を購入しましょう。 

高齢期 

６５歳～ ６ 
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(２) 本プランの管理 

 本プランは、基本理念である「食で育む 笑顔あふれる 尾張旭」の実現を目指し

て、市民、行政、学校などがそれぞれ主体となって各事業を進めます。また、事務局で

ある都市整備部公園農政課が、事業の進行管理を行い、情報交換、共有を図り、食育を

推進します。 

 

(３) 食育推進のための具体的な取り組み事業 

 具体的な事業は、基本理念を実現するための4つの基本目標のもと、最もあてはまる

基本施策に分類を行いました。また、各事業の対象者は、ライフステージとしてその年

代層を示してあります。 

 次頁以降に、尾張旭市の食育推進のための具体的な取り組み事業を掲載します。 
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尾張旭市の食育推進のための具体的な取り組み事業一覧 

 

＜基本目標① 食を通じて健やかな身体をつくろう＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6

乳
幼
児
期

児
童
期

思
春
期

青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

1 高齢者給食サービス
見守りが必要な高齢者に給食を提供す
る。 ○ 長寿課

2
給食の写真・実物の展
示

保育園に本日の献立を展示し保護者等
に紹介する。 ○ ○ ○ ○ 保育課

3
食事バランスガイドの
普及

「食事バランスガイド」の普及啓発を
行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康課、
学校教育課

4
学校訪問による栄養指
導

栄養教諭を学校に派遣し、栄養指導を
行う。 ○ ○ 学校教育課

5
学校給食メニューの紹
介

学校給食のレシピをＨＰやレシピサイ
トで紹介する。 ○ ○ ○ ○ ○

学校給食セン
ター

6
「いただきます」等の
あいさつ実践

学校・保育園での実践を通じ、感謝の
気持ちを育む。 ○ ○ ○

保育課、
学校教育課

7
早寝・早起き・朝ごは
んの啓発

「園だより」・「学校だより」などで
啓発を行う。 ○ ○ ○

保育課、
学校教育課

8 衛生面への取り組み
給食配膳時のエプロン、手洗い、マス
クの着用率を１００％にする。 ○ ○ ○

保育課、
学校教育課

9 手洗いの推進
「上手な手洗い」の授業などを実施
し、推進を図る。 ○ ○ ○

保育課、
学校教育課

10
専門家による食育出張
講座

食育に関する出張授業を開催し、食へ
の理解を深める。 ○ ○

保育課、
学校教育課

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
即
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心
が
け
よ
う

担当課
関係各課

基本
施策

事業名 事業内容

ライフステージ
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1 2 3 4 5 6

乳
幼
児
期

児
童
期

思
春
期

青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

11 健康づくり事業
健康的な生活のきっかけづくりを行
う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康都市・ス
ポーツ課

12 あさひ健康フェスタ
産官学と連携した健康都市を代表する
イベントで、食を含めた健康に関する
出展を行う。

○ ○ ○ ○ ○ ○
健康都市・ス
ポーツ課、
健康課

13 市民のための健康講座 健康づくりに関する講座を開催する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○
健康都市・ス
ポーツ課

14 あさひ健康マイスター
食育に関する事業を対象事業に追加
し、参加を促す。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康都市・ス
ポーツ課

15
介護予防に関するリー
フレットの配布

高齢者の栄養や食生活に関する内容を
含むリーフレット等を配布する。 ○ 長寿課

16 介護予防教室・相談
高齢者を対象に口腔機能や栄養につい
ての教室や相談を実施する。 ○ 長寿課

17 介護予防講座
元気な高齢者を対象に、栄養面に関す
る知識普及のための講座を開催する。 ○ 長寿課

18
特定健診・特定保健指
導

メタボや糖尿病該当者、予備軍などの
減少を図る。 ○ ○ 保険医療課

19 母子保健指導
パパママ教室、離乳食教室、乳幼児の
健診等を通して、食の重要性や基礎知
識の普及を図る。

○ ○ ○ ○ ○ こども家庭課

20 生活習慣保健指導
健康的な生活習慣（食生活・運動）に
ついて、保健指導を行う。 ○ ○ ○ 健康課

21 健康相談事業
健康づくりに必要な栄養相談を実施す
る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
適
正
体
重
の
管
理
に
努
め
よ
う

基本
施策

事業名 事業内容
担当課
関係各課

ライフステージ
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1 2 3 4 5 6

乳
幼
児
期

児
童
期

思
春
期

青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

22 幼児歯科健康診査
歯への関心を高め、乳歯のむし歯の予
防と早期発見・早期治療を促す。 ○ ○ ○ ○ こども家庭課

23 歯科健康診査事業
歯の健康への関心を高め、歯周疾患に
よる歯の喪失を予防する。 ○ ○ ○ ○ 健康課

24
在宅等訪問歯科診療の
推進

通院できない高齢者や心身障がい者等
が歯科診療を受けやすくする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

25
健康増進普及啓発事業
（８０２０運動）

８０歳以上で自分の歯が２０本以上残
るよう普及啓発する。 ○ ○ ○ 健康課

26 生活習慣病予防教室
生活習慣病予防に関する（食生活・運
動）について、保健指導を行う。 ○ ○ 健康課

27
食に関する情報のホー
ムページ掲載

食育に関するホームページで、食育情
報を定期的に発信する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 食育関係各課

28
食育関係図書の購入・
貸出

食育に関する図書を購入し、図書館だ
より等で利用促進を図る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 図書館

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
適
正
体
重
の
管
理
に
努
め
よ
う

食
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
と
う

担当課
関係各課

基本
施策

事業名 事業内容

ライフステージ
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＜基本目標② 食を通じて豊かな心を育もう＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

乳
幼
児
期

児
童
期

思
春
期

青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

29 保育園給食提供事業
正しい食育や多様な食体験を通じ、な
んでも食べる元気な園児を育成する。 ○ 保育課

30 アレルギー対応給食
乳・卵アレルギーに対応した給食を提
供する。
※保育は除去のみ対応

○ ○ ○
保育課、
学校給食セン
ター

31
あさぴースマイル給食
の日

副食（おかず）から食物の8大アレル
ゲンを除去した給食を月１～２回提供
する。

○ ○ ○
保育課、
学校給食セン
ター

32
もっと！あさぴースマ
イル給食２８

副食（おかず）からアレルゲン特定原
材料等２８品目を除去した学校給食を
年１回提供する。

○ ○
学校給食セン
ター

33 学校給食の試食会
給食の試食会を開催し、栄養バランス
や感謝の気持ちを醸成する。 ○ ○ ○

学校給食セン
ター

34 農業体験講座
親子で学ぶ農業塾を開催し、農業や食
について理解を深める。 ○ ○ ○ ○ 公園農政課

35 ふれあい農園
市民に農業体験ができる場を提供し、
農業や食の大切さを理解してもらう。 ○ ○ ○ 公園農政課

36 地場産品の情報提供
地場産品についての情報をポスター、
ホームページ等で提供する。 ○ ○ ○ ○ ○

産業課、
公園農政課、
学校給食セン
ター

37 家庭菜園講座
家庭菜園講座を開催し、農業への親し
み、食についての理解を深める。 ○ ○ ○ 公園農政課

38 農業まつり
農業文化に触れ、理解と親しみを深め
られる農業まつりを開催する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公園農政課

基本
施策

事業名 事業内容
担当課
関係各課

食
を
楽
し
む
ゆ
と
り
や
、

誰
か
と
一
緒
に

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
広
め
よ
う

ライフステージ

食
に
関
す
る
体
験
や
交
流
に
参
加
し
よ
う
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1 2 3 4 5 6

乳
幼
児
期

児
童
期

思
春
期

青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

39
栽培収穫体験・調理体
験

季節の野菜やくだものなどを栽培し、
収穫、調理を行う。 ○ ○

保育課、
学校教育課

40 稲作体験イベント
小学校５年生を対象に稲作を体験させ
る。 ○ 学校教育課

41 食の工程を学ぶ
学校菜園で取れた野菜を使って学級活
動（食の工程の理解）を行う。 ○ 学校教育課

42 給食センター見学
見学を通して、給食センターの仕事を
理解してもらう。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校給食セン
ター

43
夏休み親子で探検給食
センターわくわくツ
アー

普段見ることのできない学校給食セン
ターの調理場内を見学し、調理の模擬
体験をする。

○ ○ ○ ○ ○
学校給食セン
ター

44 親子料理教室
親子で料理を作り、食の大切さを学
ぶ。 ○ ○ ○ ○ ○

学校給食セン
ター

45 伝統食体験講座
地域の伝統食・行事について理解し、
実際に調理する。 ○ ○

保育課、
こども課、
学校教育課

46 おやこ食育料理教室
親子で食事づくりをして、料理の楽し
さや栄養バランスを学ぶ。 ○ ○ ○ 健康課

47 手作り食品講座
地場産品であるいちじくを使ったいち
じくジャムやみそづくり講座を開催す
る。

○ ○ ○ ○ 公園農政課

48 公民館講座
料理の講座など食に関する講座も含め
各種講座を開催する。 ○ ○ ○ 生涯学習課

49
給食での郷土料理・行
事食の提供

給食に郷土料理を取り入れ、郷土の食
に対する理解と感謝の気持ちを深め
る。

○ ○ ○
保育課、
学校給食セン
ター

食
に
関
す
る
体
験
や
交
流
に
参
加
し
よ
う

家
庭
の
味
・
郷
土
料
理
の
技
術

・
日
本
の
食
文
化
を
伝
え
て
い
こ
う

基本
施策

事業名 事業内容

ライフステージ

担当課
関係各課
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＜基本目標③ 食を通じて環境に優しい生活をしよう＞ 
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乳
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児
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児
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春
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青
年
期

壮
年
期

高
齢
期

50
配りきり・食べきり運
動

給食を食べることに感謝するととも
に、食の大切さを理解し、食べ残しを
なくす。

○ ○ 学校教育課

51
家庭用生ごみ処理機等
購入補助

家庭用生ごみ処理機等購入者に対して
補助を行う。 ○ ○ ○ 環境課

52 エコクッキングの推進
親子リサイクル教室の一環として、環
境に配慮した調理実習を親子（小学
生）を対象に実施。

○ ○ 環境課

53 ３キリ運動
生ごみの「水キリ」、食材の「使いキ
リ」、食事の「食べキリ」の「３キリ
運動」の周知を図る。

○ ○ ○ ○ ○ 環境課

54 ３０１０運動
会食・宴会時の食べ残しを減らす運動
で、市内飲食店へ周知を図り、食品ロ
スを軽減する。

○ ○ ○ 環境課

55
食品ロスに関する知識
の普及啓発

講習会や資料配布、SNSの活用など
により食品ロス削減に関する知識の普
及啓発を行う。

○ ○ ○ ○ ○ 環境課

56
手つかず食品の廃棄削
減

未開封や半分以上残ったまま捨てられ
る食品削減のための啓発を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ 環境課

57 てまえどりの促進
商品棚の手前にある商品等、販売期限
の迫った商品を積極的に選ぶ「てまえ
どり」を促進するための啓発を行う。

○ ○ ○ ○ 環境課

58
ばら売り、量り売り、
割引による販売の促進

消費者が必要なものだけを購入できる
取組を促進するための啓発を行う。 ○ ○ ○ ○ 環境課

59 水の大切さを理解する
水道水ができるまでの過程を学ぶとと
もに、上流域と下流域の住民が交流す
る。

○ ○ ○ ○ ○ 経営政策課

「

も
っ

た
い
な
い
」

と
い
う
意
識
を
も
ち
、

環
境
に
配
慮
し
た
食
生
活
を
し
よ
う

基本
施策

事業名 事業内容
担当課
関係各課

ライフステージ
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児
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児
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思
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青
年
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壮
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期

高
齢
期

60 地産地消の推進
本市の食材を使った給食を提供し、地
元の食材に興味を持たせる。 ○ ○ ○

保育課、
公園農政課、
学校給食セン
ター

61 生産者出張講座
生産者が小学校、保育園に出向きジャ
ム作り、芋堀、稲作、野菜の植付け体
験等を実施する。

○ ○
保育課、
公園農政課、
学校教育課

62
尾張旭市産食材の普及
啓発

「地産地消」の推進を図り、尾張旭市
産の食材の普及啓発を行う。 ○ ○ ○ 公園農政課

63 特産品栽培地の見学
尾張旭市の特産品を栽培する畑を見学
し、地元の食材に親しみ・興味を持っ
てもらう。

○ ○ ○ ○ ○ 公園農政課

64 特産品ロビー販売
市役所１階ロビーを使って特産品のい
ちじくや地元野菜を来庁者へ販売す
る。

○ ○ ○ 〇 公園農政課

65 ふれあい給食
愛知県産の食材による給食を生産者と
共に食べて、生産者と児童生徒が交流
を行う。

○ ○
学校給食セン
ター

66
地元農産物を給食食材
として使用

地元農産物を給食の食材として使用す
る。 ○ ○

学校教育課、
学校給食セン
ター

事業名 事業内容

ライフステージ

担当課
関係各課

基本
施策

農
業
の
役
割
を
知
り
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

地
産
地
消
を
進
め
よ
う
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＜基本目標④ 食育をさらに広めよう＞ 
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67 出前講座
栄養士、食育ボランティア等が、保育
園で食育の話や食育に関する紙芝居を
行う。

○ ○ ○
保育課、
学校給食セン
ター

68 食育推進講演会
食に関する講演会を実施し、食の大切
さ、食に関する正しい知識を学び食生
活の習慣を身につけてもらう。

○ ○ ○
学校給食セン
ター

69
給食センターホールの
パネル掲示

センターの展示ホールで食育に関連す
るパネル等を掲示する。 ○ ○ ○ ○ ○

学校給食セン
ター

70
尾張旭市食育ラボによ
る推進事業

食育ラボが食育ボランティアとして、
地域に根付いた食育活動を実施する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康課

71 家庭教育学級
家庭教育学級において食育に関するカ
リキュラムを実施することにより、食
に関する知識の習得を図る。

○ ○ ○ ○ ○ 生涯学習課

72 給食だよりの活用
給食だよりを通して､食に関する興味
関心を広げる。 ○ ○ ○ ○

保育課、
学校給食セン
ター

73 おはなし給食

食育推進と読書奨励を図るため、絵本
や物語に出てくる食べ物を給食で提供
する。
学校で本の紹介POPやポスターの掲
示、市立図書館で特集コーナーを設置

○ ○ ○
保育課、
学校給食セン
ター

74
あったらいいなこんな
給食

食への関心を高めるために、児童生徒
から献立を募集し、選考された献立を
給食で提供する。

○ ○
学校給食セン
ター

食
育
に
か
か
る
人
材

を
育
て
よ
う

75 食育団体補助事業
食育推進のための活動を行う団体を行
政の立場から支援する。 ○ ○ ○ 食育関係各課

事業名 事業内容
担当課
関係各課

ライフステージ

食
育
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う

基本
施策


